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平
成
平
成
2020
年
度
府
中
市
一
般
会
計
予
算

年
度
府
中
市
一
般
会
計
予
算

第
１
回
定
例
会　

34
議
案
を
審
議

８
３
５
億
円
を
可
決

８
３
５
億
円
を
可
決

▲

大
國
魂
神
社
東
側
に
整
備
さ
れ
た
市
史
跡
﹁
武
蔵
国
衙が

跡
」

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
予
算
総
額
が
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
３
５
億
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
４
・
２
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

提
案
に
当
た
り
、
市
長
か
ら
、

﹁
20
年
度
が
第
５
次
府
中
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
度
で
あ
り
、﹃
心
ふ

れ
あ
う　

緑
ゆ
た
か
な　

住
み

よ
い
ま
ち
﹄
を
実
現
す
る
た
め
、

中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
の
中

で
、
財
政
運
営
の
健
全
性
を
維

持
し
、
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　

特
に
、
20
年
度
は
税
制
度
の

見
直
し
等
に
伴
う
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
緊
急
対

策
事
業
と
し
て
各
種
事
業
を
盛

り
込
ん
だ
。
低
所
得
者
へ
は
、

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
等
の
保
険
税
・
保
険
料
の

軽
減
を
、
高
齢
者
へ
は
、
後
期

高
齢
者
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
な

ど
を
、
子
育
て
・
ひ
と
り
親
家

庭
へ
は
、
認
可
外
保
育
施
設
入

所
児
童
保
護
者
補
助
金
な
ど
、

緊
急
を
要
す
る
き
め
細
や
か
な

支
援
と
し
て
３
分
野
13
事
業
を

行
い
、
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

そ
の
他
、
小
中
学
校
を
初
め

と
す
る
公
共
施
設
の
耐
震
化
・

老
朽
化
対
策
な
ど
、
細
心
に
し

て
大
胆
な
予
算
編
成
を
行
っ
た
﹂

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の

５
日
間
に
わ
た
り
、
開
催
さ
れ

た
予
算
特
別
委
員
会
で
慎
重
な

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
の
本
会
議
で
賛
成

・
反
対
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
平
成
20

年
度
一
般
会
計
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

︵
関
連
記
事
２
・
３
ペ
ー
ジ
︶

  

主　

な　

施　

策

緊
急
対
策
事
業

○ 

保
険
税
軽
減
事
業
︵
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
︶

○
介
護
予
防
普
及
事
業

○ 

認
可
外
保
育
施
設
入
所
児
童

保
護
者
補
助
金

新
規
事
業

○
理
科
指
導
支
援
員
等
配
置

○
障
害
者
自
立
生
活
支
援
事
業

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業

○
妊
婦
健
康
診
査

○
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

◎
沖
縄
戦
﹁
集
団
自
決
﹂
へ
の

軍
の
関
与
を
否
定
す
る
教
科
書

検
定
意
見
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書

　

国
は
高
校
教
科
書
検
定
に
際

し
、
沖
縄
戦
﹁
集
団
自
決
﹂
の

記
述
に
検
定
意
見
を
つ
け
、
結

果
、
記
述
が
削
除
・
修
正
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

平
和
都
市
宣
言
を
持
つ
私
た

ち
は
、
戦
争
が
再
び
起
こ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
平
和
を
希
求
し
、

史
実
を
史
実
と
し
て
後
世
に
伝

え
る
こ
と
が
責
務
と
考
え
る
。

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
今
回
の
検
定
意
見

を
撤
回
し
、
教
科
書
記
述
の
回

復
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。 　

決　
　
　

議

◎
調
布
基
地
跡
地
都
市
整
備
用

地
に
関
す
る
決
議

　

国
は
基
地
跡
地
の
利
用
方
針

を
転
換
し
、
土
地
利
用
計
画
の

策
定
、
提
出
を
地
元
自
治
体
に

求
め
て
い
る
が
、
都
市
整
備
用

地
を
国
家
公
務
員
宿
舎
の
建
設

候
補
地
と
し
て
、
国
が
本
市
に

受
入
れ
を
求
め
て
き
て
い
る
こ

と
は
、
地
元
利
用
計
画
の
策
定

に
支
障
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

家
公
務
員
宿
舎
の
建
設
を
地
元

の
意
向
を
全
く
無
視
し
た
も
の

と
し
て
絶
対
に
容
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
決
議
す
る
。

　

意　

見　

書

◎
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
を
求

め
る
意
見
書

　

19
年
度
内
に
道
路
特
定
財
源

の
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
、
道
路
整
備
が
困
難
に
な
る

ば
か
り
か
、
財
政
の
悪
化
に
よ

り
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
、
市
民
生
活
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧ぐ

さ
れ
る
。

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
貴
重
な
地
方
の
財

源
が
地
方
自
治
体
等
に
与
え
る

影
響
を
真
摯し

に
直
視
し
、
暫
定

税
率
を
継
続
し
道
路
特
定
財
源

を
堅
持
す
る
た
め
の
関
連
法
案

を
確
実
に
年
度
内
に
成
立
さ
れ

　

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で

選
挙
管
理
委
員
及
び
選
挙
管
理

委
員
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

■
選
挙
管
理
委
員

　

鹿　

島　

恒　

雄
氏
︵
77
歳
︶

　

内　

藤　

和　

良
氏
︵
58
歳
︶

　

前　

田　

勝　

夫
氏
︵
62
歳
︶

　

野　

尻　

亜　

弓
氏
︵
44
歳
︶

■
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

桒　

田　

正
美
子
氏
︵
67
歳
︶

　

中　

山　

京　

子
氏
︵
64
歳
︶

　

大　

塚　

勝　

子
氏
︵
64
歳
︶

　

宮　

﨑　
　

巖　

氏
︵
70
歳
︶

　

府
中
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
３
月

13
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、

各
常
任
委
員
会
の
名
称
、
定
数

及
び
所
管
は
、
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

○
総
務
委
員
会　
　
　
　

８
人

　

政
策
総
務
部
、
税
務
管
財
部
、

事
業
部
、
出
納
課
、
選
挙
管
理

委
員
会
及
び
監
査
委
員
の
所
管

に
属
す
る
事
項
並
び
に
他
の
常

任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い

事
項

○
文
教
委
員
会　
　
　
　

８
人

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
、
子
ど
も

家
庭
部
及
び
教
育
委
員
会
の
所

管
に
属
す
る
事
項

○
厚
生
経
済
委
員
会　
　

７
人

　

市
民
生
活
部
、
福
祉
保
健
部

及
び
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属

す
る
事
項

○
建
設
環
境
委
員
会　
　

７
人

　

環
境
安
全
部
及
び
都
市
整
備

部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

選
挙
管
理
委
員
及
び

　
　
　
　

補
充
員
の
選
挙

委
員
会
条
例
の

　
　

一
部
を
改
正


